
「京都 産学公ＳＤＧｓプロジェクト」
に係る京北地域活性化について

～ＳＤＧｓの達成に向けた持続可能な中山間地域の在り方（地域循環共生圏）～

0

京都超ＳＤＧｓコンソーシアム
（京都市、京都大学、リコー、ＪＴほか）

資料１



コンソーシアム
京都超SDGsコンソーシアム

研究ライトユニット
調和ある地球社会研究
ライトユニット

講義・セミナー
（京都大学超SDGs研究セミナー、

SDGs講義開発など）

• 持続可能性・SDGs概念や基盤技術・システムの社会実
装を念頭に置いて、産官学・市民などの強みと熱意の
あるプレイヤーとともに、研究・教育・社会貢献活動
を、京都を中心に展開する。

• プロジェクトごとに参加主体を調整しつつ、全体とし
ての有機的なつながりも担保する。

• 包括連携や実事業等への展開も推進する。
• 現在、京都大学、京都市、リコー、安田産業、JT、ソ
フトバンク、ecommitが参画し、全体の企画は、研究
ライトユニットと連動する。

• 持続可能性・SDGs概念や基盤技術・システムにつ
いて、学術的な議論から社会実装までを念頭に置い
て、産官学・市民などの多様なキーパーソンととも
に、研究を行う。

• 研究成果の発信（シンポジウム、講義・セミナー
等）や社会実装にも力を入れる。

プレイヤーとしての参画

• 持続可能性・SDGs概念や基盤技
術・システムに関して、広く深く学
び、自分事化することのできるプロ
グラムを開発・提供する。

• 学生のみならず、多様な主体（企業
や自治体、市民、学校等）を対象と
したものや、共学・協創的な展開も
念頭に置く。

開発したカリ
キュラムや知
見等の体系化
と提供

多様な研究者

多様な研究
グループ

適宜、連携

議論と実
装のやり
取りで密
に連携

京都大学等と連携したＳＤＧｓ展開・体制イメージ
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京都超SDGsコンソーシアム
【1】産学公連携体（2019年6月27日、京都産学公SDGｓプロジェクトとして発足）

【2】概要
• 持続可能性・SDGs概念や基盤技術・システムの社会実装や展開を念頭に置いて、強み（社会
展開力や技術・システム）と熱意のある産官学・市民プレイヤーとともに、千年の都「京都」
（SDGs先進度ナンバー1自治体）を中心に、先駆的なSDGsコミュニティを創出する。

• プロジェクトごとに参加主体を調整しつつ、全体としての有機的なつながりも担保する。包括
連携や実事業等への展開も推進する。

• 2025年大阪・関西万博及び2030年SDGs目標年をマイルストーンとしてバックキャスティング
的に活動を行う。

【4】活動内容
• 京都と持続可能性・SDGs：京都を地域社会の一つの縮図と捉え、過去・現在を把握すると同時
に、将来予測研究（次の千年）結果なども踏まえ、SDGs等の視点から、地域社会や個々人のラ
イフスタイルのあり方を議論する。特に里山（中山間地域）と市街地の連携も重視する。

• 京都の持続可能性・SDGs：京都（京都大学を含む）をフィールドに、持続可能な（中期的には
SDGsを達成する）地域コミュニティ像を描いた上で、そこにつなげるための短中期的な方策を
試行・実践する。

• アウトリーチ活動

【3】構成員・体制
• 幹事：京都大学、リコー
• 事務局：京都大学
• 全体会及びワーキンググ
ループにて構成

• 詳細は規約を参照のこと

産：暮らしを支える企業・組織

官・市民学

【実績・取組中】こんちきジーズ，超ＳＤＧｓシンポジウム，京北活性化ＰＪなど 2



京北地域の重要課題（京都 京北未来かがやきビジョンから）
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京北地域の未来のビジョン（イメージ）
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※イメージ案のため，今後検討を進める中で実現や事業化が図られないものも含まれています。



京北地域をフィールドにした取組（案）

•持続可能な地域コミュニティ（中山間地域）のモデルに
⇒地域循環共生圏の構築へ
•『京都 京北未来かがやきビジョン』の実現に向けた協働
（2025年万博→2030年）
•協働イメージ
〇小中高大が連携した超SDGs教育プログラム構築
〇産学公・民が連携した地域課題解決の舞台に
（環境保全、福祉、農林業、交通、廃棄物・循環）
⇒協議会の設立、補助金等を活用した実現可能性調査など
〇持続可能な暮らしや生業を国内外に発信

5



里山と一次産業の営み
（森里川海連環） 資源・エネルギーの循環

SDGs共創の場

生ごみ
リサイクル

リマニュファ
クチャリング

ワークショップ

京都の文化を
継承するものづくり

質の高い教育

未利用材

研究

SDGsへの関心人口

修学旅行

留学

学会

企業研修

樹種転換

市内SDGs拠点
（京北と市中心部をつなぐハブ）

DIT

木質バイオ
マス熱利用

大宮交通公園ほか

事業者

熱、灰、消化液 再生品

農泊

経営支援
（技術・資金）

京北の杉、野菜、米

農林・福祉
連携

観光客

生涯学習

里山の職住環境

シェア
オフィス

1. 未来を担う世代への
SDGs学習機会の提供

2. 里山の環境保全や一次産業の
持続経営に資する仕事の創出

3. 資源・エネルギー循環の促進
（インフラ技術①）

4. 新たな働き方や暮らし方の提供
（インフラ技術②）
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京都市京北地域 – 地域循環共生圏の構築 （取組案の一例）
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※取組案のため，今後検討を進める中で実現や
事業化が図られないものも含まれています。
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